
女性の相談支援事業 【三重県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 8,338 千円

交付金額 6,254 千円

事業番号 ２

・新型コロナウイルス感染症の影響による解雇等見込み労働者
数は、製造業、飲食業、小売業、宿泊業が上位を占め（厚生労働
省 新型コロナウイルス感染症に起因する雇用への影響に関す
る調査）、県内においても女性が多く就業する産業が含まれてい
る
・新型コロナウイルス感染症が拡大する中、令和2年度のDV相談
件数は2,587件（前年度2,003件）、性暴力に関する相談件数は
623件（前年度331件）と大幅に増加している

・相談支援体制の拡充
◎女性総合相談における女性相談員の増員
◎臨床心理士による相談窓口の新設

・不安や困難を抱えるものの相談をためらう女性等を支援につなげ
るため、気軽に参加しやすい女性向けサポート講座の実施
・平成6年より女性に対する総合相談を行い、男女共同参画や女性
活躍の視点から相談支援を行える「フレンテみえ」に事業委託

・相談支援体制の拡充、女性が相談しやすい環境づくりを行うことが
できる
・相談窓口等を通じて、女性が必要な支援機関等（医療、福祉、
雇用、警察等）につながることができる

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」登録団体
女性の大活躍推進三重県会議 連絡会議
三重県男女共同参画審議会
三重県文化振興事業団評議員会

【参考】三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」登録団体
NPO、市民団体、子ども食堂等

・コロナの影響が長期化する中で、一人あたりの相談回数や相談時
間の増加、DV相談件数等が増加傾向にあるなど、女性への影響が
今もなお続いている

・より深刻な悩みや複合的な悩みに対応するため、引き続き、質と量
の両面から相談体制の拡充を図る必要がある

・コロナ禍の影響で女性の孤独・孤立が加速しないよう、気軽に参加
できる講座を実施することで、個別相談につながるような支援につい
ても並行して取り組んでいく必要がある

・女性の相談需要に対応すること
・気軽に参加しやすい講座の実施により、困難を抱えた女性を
個別支援へとつなげること

【事業目標】

①三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」の
女性総合相談の件数：3,000件

②女性向けサポート講座の受講者数：90人



事業の概要

②女性向けサポート講座の開催
不安や困難を抱えているものの、相談をためらっている女性を個別支援につなげるきっかけづくりとするため気軽に参加できるサポート
講座を実施した

【テーマ】わたしたちの<もやもや>を考える
Vol.1 おかね編 おひとりさま女性がハッピーに生きるために
Vol.2 からだ編 私もあなたも楽になるオトナ女子のからだを大切にする方法
Vol.3 こころ編 「イラッ」「モヤッ」はどうにかできる！私のこころの整理術 ≪参加者≫計266人（見逃し配信視聴者含む）

①相談支援体制の充実

（１）相談員の増員

コロナの感染拡大の影響により大幅に増加した相談に対応するため、従前より実施していた女性の
ための電話・面接相談を行う女性相談員を１名増員し、女性の相談需要に対応した

《相談件数 2,383件》
（２）臨床心理士による心理相談の実施
深刻な悩みを抱える女性に対して、臨床心理士による電話相談を行う窓口を新設した
県内自治体や県庁内関係部局（生活困窮対策、性暴力対策、DV対策、ひとり親家庭支援、医療、福
祉、雇用、警察等）と連携して支援を行った 《相談件数 36件》

ファイナンシャルプランナーや産婦人科
医、フェミニストカウンセラーを講師に招
き、各回テーマに沿った講演を3回実施。

講座後に個別相談を実施したり、事前に
集めた参加者からの悩みに対する具体
的な解決策の提案をするなど、不安を抱
える女性の寄り添った支援を実施。

講座の参加者や相談者を中心に、支援
の一環として、必要な方に生理用品の配
布を実施。
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